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きれいな思い出　　  きれいな自然
ゴミやアキ缶は、持ちかえりましょう

浄瑠璃寺　岩船寺　コース
●約6キロ〔西小バス停～浄瑠璃寺～岩船寺～浄瑠璃寺前バス停〕 ハイキングのエチケット

＊ゴミはまとめて持ち帰りましょう。
＊山火事防止のためタバコに注意しま
　しょう。
＊大切な自然です。植物の採集
　はつつしみましょう。

この地図は2000年9月1日調査 に基づいて作成しています。
風水害、天変地異等によりコース変更が生じることがあります
ので、事前にお問い合わせください。
当コースのお問い合わせ＝営業推進本部　大阪ハイキング係
　　　　　　　　　　　　TEL 06-6775-3566

企画・発行＝近畿日本鉄道（株）営業推進本部
制作・印刷＝（株）メディアート
イラストマップ＝トシ・アトリエ　瀬川俊朗
※無断転写禁ず。

●地図内の数字は、出発地点からの
　実測距離（メートル）を表わしています。

●なんば駅から近鉄奈良駅まで約35分
●京都駅から近鉄奈良駅まで特急約35分
●バス　近鉄奈良駅から西小まで約30分
　　　　近鉄奈良駅から浄瑠璃寺まで約35分
　　　　近鉄奈良駅から岩船寺口まで約30分
●バス時刻のお問い合わせ
　奈良交通テレフォンセンター　TEL(0742)20-3100

コースのあらまし　当尾の里は石仏の
里。あぜ道の脇、舗装路からちょっと
奥まったところ、樹々のしげみの中、
至るところに美しい石仏がたたずんで
おられる。初めて出会うのがたかの坊
地蔵、高さ150cm舟型光背をもつ。西
小墓地五輪塔（重文）などを見るうちに
ほどなく浄瑠璃寺に着く。ここから岩
船寺への道はこのコースのハイライト。
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田園の中に秀作がめじろ押し。笑い仏
阿弥陀三尊は中でもスーパースター、
おだやかな微笑に心がなごむ。岩船寺
近くの三体地蔵や岩船墓地六体地蔵は
均整のとれたお姿。そして浄瑠璃寺への
帰り道はゆるやかな下り坂、出会った
野の仏をしのびながら帰路につく。余
力があればオプションコースも歩いて
みたい。釈迦寺跡の阿弥陀（鎌倉時代）
や大磨崖仏（推定平安時代）など、当尾
の古参仏と風情ある民家がつづく。

浄瑠璃寺　平安時代に浄土思想が広ま
ったころ、貴族たちが思い描いた浄土
を形にしたという。池をはさんで向か
いあう本堂と三重塔（共に国宝）、浄土

式庭園は四季を通じてみごとな美しさ。
本堂内にしずまる九体阿弥陀像（国宝）
が、別名九体寺の名のいわれ。秘仏・
吉祥天立像の濃艶な姿に根強いファン。
特別開扉＝1月1日～15日、3月21日～
5月20日、10月1日～11月30日。

岩船寺　いかにも山寺といったおもむ
きある古寺。白壁がなく総板壁の三重
塔（重文）はモノトーンの美しさ。あじ
さいの花どきは小雨にけぶる塔がひと
きわひなびた印象を与える。本尊の阿
弥陀像・普賢菩薩像・不動明王石室（い
ずれも重文）など、寺宝が多い。背後の
丘にひっそりたたずむ白山神社の本殿
も重文。
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近鉄奈良駅から
← 浄瑠璃寺口バス停

西小区倉庫

つじんどう
ヤケ仏

京都府加茂
青少年の家

西小バス停
にしお

ゆるい
上りつづく

↓
竹やぶ

西小区公民館

たかの坊地蔵

2m余りもある
石仏。焼けたため、
首から上がひび割れ
て光背のようにも見える。
裏側は黒こげのお姿
でいたいたしい。

小石仏の中に
ひときわ立派な
たかの坊地蔵。
舟形が鎌倉
中期・他は室町。

道幅が狭くなり、
　上りになる
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西小無縁地蔵

さりげなくたたずむ
路傍のお地蔵さん

大門ほとけ谷
阿弥陀磨崖仏
当尾地方で最大
の丈六仏。

もと浄瑠璃寺の
大門があったので
地名として残る。

竹藪

桧林

大門農事集会所

笠をのせた形は
　　　　　めずらしいという。

ゆるい上り

大門無縁仏
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バス操車場

九体の阿弥陀仏と
吉祥天女立像であまり
にも有名。

浄瑠璃寺
（九体寺）
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足もと注意
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境内は
西方浄土の
雰囲気。
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ヤブの中地蔵三尊
磨崖仏。鎌倉中期
　　　　ですゾ。

ミラー

コースは、
後半のんびり
ムードです。

下り

東小随願寺跡

１枚岩の橋

唐臼の壺阿弥陀
地蔵二面磨崖仏

吉野時代

左側面
の地蔵
もどうぞ。
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離れて見上げると
それとわかる線刻
の磨崖仏。
ひとくわ地蔵。

線彫りの灯明のデザイン
は秀逸。オソレ入りました。
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ウグイスの
谷渡りさかん。

（季節運転）

四面地蔵
石仏

あみだ
三尊仏

しっとりと立つ三重塔と
それをうつす池面。
　山寺の雰囲気満点。
　　石造物も重文級！

三体
地蔵

せせらぎ

岩船三体阿弥陀磨崖仏通称
〝笑い仏〟。永仁とあるから鎌倉後期。
1300年間ほほえみつづける、
岩船寺みちのスター級石仏。

岩
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口
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ス
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弥勒の辻
磨崖仏
かすかに残る
ミロクさんの
　　　線彫。

上り急

三体地蔵も
さることながら、
デザインもグゥ。

ＪＲバス
岩船寺前バス停

売店

下りスタンド

ミラー
ここから奥まった
そう遠くない処に
石仏多数。
岩船寺住職の
おすすめ。

石垣
ゲートボール場

小石仏

六体地蔵
石室が立派。

ＪＲバス
西畑口バス停

小さな地蔵
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墓地
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